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徳川吉宗の植樹政策

太田 尚宏



８代将軍徳川吉宗

• 貞享元年（1684）10月20日、紀州藩主徳川
光貞の４男として生まれる（徳川家康の曾
孫）。はじめの名前は「頼方」。

• 宝永２年（1705）９月に第５代紀州藩主と
なり、５代将軍綱吉の命により「吉宗」と
名乗る。

• 正徳６年（1716：享保元年）４月、７代将
軍徳川家継が８歳で病死し、直系の血筋が
絶えたため、御三家の中から将軍職を選ぶ
ことになり、吉宗が将軍に就任する。

将軍になってからの最初の政策
享保元年(1716)９月、生類憐み政策により停止していた「鷹場」を復活さ
せ、その後、将軍家鷹場の周囲に御三家鷹場を創設
① 放鷹権の独占と分与（＝将軍を頂点とする「御鷹」の儀礼の再編成）
② 江戸城に近接する地域の掌握





鷹狩と鷹場

江戸城

飛鳥山

御拳場（将軍の鷹場）



王子村への鷹狩御成

• 享保５年（1721）６月、若年寄の大久保常春・御小納戸の松下当恒ら
が御成（将軍の外出）の際の御膳所（昼食場所）となる王子村の金輪
寺(王子権現社の別当寺)を訪れて、石神井川岸の崖上に「御物見」(＝
「御張出御座所」）を設ける旨を申し渡す。

• 享保５年８月11日、将軍吉宗が初めて王子村で鷹狩御成を行う。
（石神井川）



金輪寺御物見（御張出）の構造

御座所

御張出

下に石神井川が流れる



武蔵国豊島郡王子村絵図（国立国会図書館所蔵）

滝野川村

飛鳥山

王子村

王子権現

金輪寺

王子石堰

染井花屋伊兵衛
持之山

御物見
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飛鳥山全体の園地化
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飛鳥山への植樹



御物見

享保５年の植樹範囲

享保６年以降の植樹範囲

植樹場所の変化



江戸周辺４か所への計画的植樹

年 次 場 所 事 項

享保初め頃 吉宗が御小納戸の松下当恒に対し、江戸城吹上にある桜・
楓の栽培を命じる〔仰高禄〕

享保２年（1717）
５月

隅田川堤 幕府が隅田村御前栽場沿いの隅田川堤に桜100本を植える
〔隅田村坂田家書上〕

享保５年（1720）
６月

王子飛鳥山 松下当恒らが王子金輪寺を鷹狩の際の御座所に決定、御物
見の建設を始める〔王子村大岡家文書〕

享保５年（1720）
８月

王子飛鳥山 吉宗が雑司ケ谷・王子へ初めて鷹狩御成に赴く〔享保遠御
成記〕

享保５年（1720）
９月

王子飛鳥山 幕府が王子金輪寺の「御物見向染井花屋伊兵衛持之山」に
桜270本を植える〔御場御用留〕

享保６年（1721）
９月

王子飛鳥山 幕府が飛鳥山と石神井川堤に桜1000本を植える〔御場御用
留〕

享保６年（1721） 品川御殿山 幕府が桜の植樹を行った御殿山に、無断伐採を禁じた高札
を建てる〔新編武蔵風土記稿〕

享保11年(1726) 隅田川堤 幕府が桜・桃・柳150本の植え足しを行い、松下当恒が名
主の坂田氏に以後の管理を命じる〔御場御用留〕

享保21年（1736・
元文元年）２月

中野桃園 御小納戸の土岐朝澄が中野村「御囲跡」に緋桃50本の植え
付けを命じる（11月に白桃50本を植え足し）〔御場御用留〕



江戸城

品川御殿山

隅田川堤
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江戸周辺４か所への計画的植樹
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• 元紀州藩士（近習番）

• 長福（９代将軍家重）の江戸
城入城に供奉して幕臣化

• 享保元年９月９日＝御小納戸

• 享保１８年９月１１日＝御小納
戸頭取

• 同年１２月１８日＝諸大夫とな
り伊賀守を名乗る

• 享保１９年６月１１日＝死去

松下専助（当恒・伊賀守）
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葛飾北斎の錦絵に描かれた水茶屋



①
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大名邸

町人地

寺社地

旗本等

御用地

武家地が約69％
町人地が約16％
寺社地が約15％

過密な都市「江戸」



• 江戸の土地利用の69％を占める武家地
このうち大名藩邸では、広大な敷地の中に数多くの施設を配置

➢上屋敷＝藩主らの住居となる御殿・藩の政庁・勤番長屋など
➢中屋敷＝隠居所・前藩主遺族の住居・勤番長屋など
➢下屋敷＝休息所・接待所・火災時の避難所・庭園・菜園・勤番長屋など

大名藩邸では、各屋敷にさまざまな工夫を施した庭園がつくられる

• 江戸の土地利用の16％を占める町人地
わずかな土地の中に約50万人が居住＝高い人口密度・息苦しい生活

「延気」（気晴らし）のための工夫＝草花を愛でる・花見に行く

• 江戸の土地利用の15％を占める寺社地
堂舎をとりまく鬱蒼とした境内林

庶民の寺社参詣は、自然に触れて「延気」をする機会でもある

「延気」の場としての“小さな自然”



植樹された場所は、いずれも
将軍の“御成”と密接に関わ
る場所

隅田川堤
＝御前栽場（旧御殿）

王子飛鳥山
＝御膳所・御物見

品川御殿山
＝御立場（鷹狩の舞台）

中野桃園
＝御立場（鷹狩の舞台）
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浅草観音の「御成跡開帳」



寛政７年（1795）の小金原御猪狩
【昨年度のEAJRSワークショップの教材】
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猪)

狩



寛政７年の小金原御猪狩



寛政７年の小金原御猪狩
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れ
て
、
遠
き
里
々
よ
り

是
を
ミ
ん
と
、
市
を
な
せ
る
か
こ
と
く
行

か
よ
ひ
け
り
と
な
ん



折枝の色香をみすハあすか山
はなのところの春もしられし

元文４年の春に公家の冷泉為永
が飛鳥山を訪れて、金輪寺の住持
宥衛に和歌を進呈

享保１８年に林信充が『飛鳥山十
二景詩』を制作

金輪寺は冷泉為永が詠んだ和歌
短冊を『飛鳥山十二景和歌』と題
して保存

元
文
の
頃
、
藤
原
勝
行
と
い
へ
る
老
翁
あ
り
て

こ
ゝ
に
短
冊
を
鬻
き
、
遊
客
の
よ
め
る
和
歌

を
こ
ひ
集
め
し
て
、
寛
保
の
頃
台
覧
に
備
り
、

白
銀
を
賜
り
し

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
（飛
鳥
山
）

漢詩や和歌の舞台へ



寝
ぬ
夜
の
す
さ
び

今
飛
鳥
山
に
て
遊
客
戯
に
擲
る
土
器
ハ
、
も
と

ハ
燈
明
か
ハ
ら
け
の
小
さ
き
の
を
売
り
し
が
、

田
畑
に
落
ち
て
耕
作
の
煩
に
な
る
と
て
、
百
姓

と
も
よ
り
止
め
ら
れ
て
、
売
る
こ
と
な
ら
で
止

し
が
、
其
後
何
も
の
か
、
今
の
如
く
土
も
て
ね

り
た
る
か
ハ
ら
け
を
作
り
出
し
て
、
売
は
し
め

て
よ
り
絶
す
、
是
ハ
圃
中
に
お
ち
て
も
水
気
を

う
く
れ
ハ
土
と
な
る
故
、
煩
に
な
ら
す
、
さ
れ

は
後
も
猶
止
む
へ
か
ら
す

飛鳥山の名物となった土器
投げは、宝暦１２年頃より始
まる（『銀杏栄常盤八景』）

飛鳥山の土器投げ



俗
事
百
工
起
源

王
子
の
名
物
紙
人
形
の
は
し
め
ハ
、
む
か
し
世

に
長
唄
て
ふ
に
名
を
得
し
二
代
目
荻
江
寄
友

と
い
へ
る
者
の
伯
父
な
る
も
の
、
名
を
八
郎
右

衛
門
と
呼
、
（中
略
）こ
の
も
の
親
元
よ
り
手

当
を
取
て
王
子
近
辺
に
わ
ひ
住
居
せ
し
折
、

紙
に
て
人
形
を
拵
へ
、
手
頭
の
動
く
や
う
の
工

夫
を
な
し
、
丹
に
ご
ふ
ん
に
て
い
か
ゝ
の
色
と

り
し
て
、
門
口
に
出
し
売
り
し
か
、
子
供
の
土

産
に
ハ
面
白
し
と
て
、
参
詣
の
人
毎
に
求
め
し

故
、
思
ひ
の
外
な
る
利
潤
を
得
し
か
は
、
其
近

辺
の
も
の
も
同
し
く
拵
ら
へ
売
し
か
は
し
め
に

て
、
今
は
王
子
の
名
物
と
ハ
な
り
ぬ
、
（中
略
）

右
八
郎
右
衛
門
世
を
去
り
し
ハ
安
永
六
酉
年

正
月
廿
二
日
な
り

王子みやげの紙人形



世
の
す
が
た
（天
保
四
年
跋
）

雑
司
ケ
谷
土
産
の
風
車
も
、
近
来
ハ
花
の
か
た

ち
に
紙
を
切
り
て
つ
く
り
し
も
あ
り
、
王
子
土

産
の
き
つ
ね
も
、
近
来
は
錦
絵
同
様
に
た
く
ミ

に
つ
く
り
、
芝
居
者
の
似
顔
・笑
ひ
ゑ
な
と
つ

く
り
出
た
す
、
こ
れ
ら
ハ
い
つ
れ
も
麁
末
に
て

田
舎
の
品
め
き
珍
ら
し
き
を
愛
す
る
主
意
も
、

い
つ
か
江
戸
市
中
の
品
に
こ
と
な
ら
さ
る
や
う

に
な
り
た
り

王子みやげの紙人形

紙人形のサンプル
（現代の模造品）



『絵本吾妻抉』
唐衣橘洲序 北尾重政画
天明６年正月刊

『絵本吾妻遊』
奇々羅金鶏編 喜多川歌麿画
寛政３年正月刊

名所絵本に取り上げられた飛鳥山



絵
本
燕
都
の
見
図
（寛
政
七
年
）

滝野川の紅葉が
名所絵本に載った
最初のものか？

滝野川の紅葉



遊
歴
雑
記

初
編
（文
化
一
一
年
序
）

近
年
別
し
て
料
理
を
ひ
さ
く
酒
楼
ハ
、
互
ひ
に

庖
丁
と
器
物
の
好
酬
を
あ
ら
そ
ひ
、
中
に
も

あ
ふ
ぎ
や
・海
老
屋
の
二
軒
茶
屋
ハ
、
軒
を
な

ら
べ
て
高
宅
を
巧
ミ
に
作
り
、
料
理
の
美
味
に

庖
丁
の
手
際
な
る
、
器
物
に
ハ
善
尽
し
、
客
の

需
め
に
応
ず
る
ハ
、
辺
鄙
に
は
賞
す
べ
き
、
殊

に
辻
竹
輿
ハ
、
何
挺
と
な
く
両
店
の
前
に
居
流

れ
て
、
草
臥
の
人
を
扶
け
て
歩
行
ざ
ら
し
む

寛
政
十
一
年
の

春
よ
り
、
王
子
村

料
理
屋
海
老
や
・

扇
屋
見
せ
ひ
ら

き
あ
り

武
江
年
表

料理茶屋（海老屋・扇屋）



寝
ぬ
夜
の
す
さ
び

今
海
老
屋
・扇
屋
二
軒
の
茶
や
ハ
知
ら
ぬ
人
も

な
く
、
名
高
き
茶
屋
に
て
身
代
も
よ
し
、
さ
れ

と
海
老
屋
の
か
た
勝
ら
ん
、
か
れ
は
茶
屋
商

売
の
間
に
百
姓
を
な
し
、
又
、
米
・麦
・豆
・

さ
ゝ
き
の
類
の
穀
物
を
田
舎
よ
り
買
出
し
て

売
り
、
又
玉
子
を
売
る
事
大
な
り
、
近
頃
家

の
向
ふ
側
の
土
蔵
の
際
へ
座
敷
を
建
て
た
り
、

茶
湯
座
敷
と
、
ま
た
丸
座
敷
と
い
ふ
も
の
を
拵

へ
ぬ
、
此
さ
し
き
殊
の
外
よ
く
評
判
に
な
り
た

り
、
（中
略
）
今
江
戸
の
料
理
茶
屋
に
て､

客
の

く
ひ
た
る
も
の
ゝ
残
り
た
る
を
篭
に
入
、
持
帰

ら
す
る
ハ
、
此
ゑ
び
や
・扇
屋
よ
り
は
し
ま
れ

り

料理茶屋（海老屋・扇屋）



あすか山 なんとよんたか おかむなり
此花を 折ルなだろうと 石碑見る

（誹風柳多留）

飛鳥山周辺の「行楽地」化

四季折々の楽しみ
春＝初午詣・飛鳥山の花見
夏＝王子の滝浴み・虫聞
秋＝滝野川の紅葉
冬＝王子の雪見
娯楽の数々
飛鳥山の土器投げ
料理屋（海老屋・扇屋）
王子みやげの紙人形

江戸庶民の“総合行楽地”へ



あ
る
御
燕
閑
の
と
き
、
御
傍
に
候
せ
し
某
物
語
の

次
に
、
王
子
筋
へ
年
毎
に
成
ら
せ
給
へ
ど
も
、
い
つ

も
首
夏
の
こ
ろ
な
れ
ば
、
飛
鳥
山
の
花
も
青
葉
の

み
な
り
、
花
盛
の
比
渡
ら
せ
給
は
ゞ
一
入
御
興
も

有
べ
し
と
申
上
し
か
ば
、
吾
も
左
お
も
へ
り
、
し
か

は
あ
れ
ど
、
か
の
山
の
桜
は
享
保
に
植
さ
せ
ら
れ
、

花
の
所
と
な
り
し
よ
り
こ
の
か
た
、
春
は
諸
人
つ
ど

ひ
て
花
を
翫
ぶ
事
と
聞
し
め
し
及
ば
せ
給
へ
り
、
し

か
る
に
成
ら
せ
ら
る
ゝ
と
仰
出
さ
れ
な
ば
、
二
・三

日
前
よ
り
人
の
往
来
を
禁
ず
べ
し
、
其
内
に
風
雨

な
ど
あ
ら
む
に
は
、
花
は
散
過
ぬ
べ
し
、
御
一
人
の

御
慰
に
衆
人
春
遊
の
さ
ま
た
げ
た
ら
ん
こ
と
、
い

か
ゞ
と
思
召
ゆ
へ
、
花
の
こ
ろ
は
成
せ
給
は
ず
、
こ

は
飛
鳥
山
の
み
に
あ
ら
ず
、
隅
田
川
も
ま
た
し
か

り
と
仰
有
し
に
、
聞
え
あ
げ
し
人
も
恐
懼
し
て
退

き
ぬ
、
其
後
小
納
戸
頭
取
御
場
掛
の
者
を
召
出
れ
、

飛
鳥
山
・
隅
田
川
の
花
は
、
今
も
宜
ひ
し
ご
と
く
な

れ
ば
、
枯
株
も
あ
ら
ん
時
は
心
を
附
て
植
継
せ
、

永
く
花
の
衰
へ
ぬ
様
に
せ
よ
と
仰
あ
り
し
、
す
べ
て

享
保
の
芳
蹤
を
つ
が
せ
給
ふ
事
此
類
な
り

文
恭
院
殿
御
実
紀
附
録

享保の芳蹤
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